
令和８年９月  横浜市阿久和川まほろば再整備の背景と目的

阿久和川は瀬谷区三ツ境付近を源流とし、横浜市内を瀬谷区、
泉区、戸塚区にわたって流れる延長5.51km、流域面積14k㎡の

境川流域（境川水系）に属する二級河川※です。
※ 都道府県知事が指定した河川

平成５年以降、“すべての人にやさしい河川環境の実現”を目標
とした「まほろばの川づくりモデル事業」の一環として、泉区堂山

橋～不動橋間約1.5kmを対象に、５つの親水拠点を整備し、多く

の人々に愛されてきました。

整備から約30年が経過し、地域ニーズや取り巻く環境の変化の

ほか、施設の老朽化等を踏まえ、貴重な地域資源である河川空間

のさらなる利活用が図られるよう、地域のまちづくりと一体と

なった川づくりを進めるため、まほろば地区の再整備を実施する

こととしました。
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再整備検討の進め方

本事業は、「阿久和川まほろばの川整備計画」（平成4年度）の考

え方を継承しつつ、「横浜市河川水辺環境の保全・創出に関する指

針（令和８年３月策定）」のリーディングモデルとして、３つの基本

方針を踏まえ、地域の子どもたちや地元住民の意見を反映しなが

ら、再整備計画の検討を進めていきました。

小学生ワークショップ（令和７年）

「横浜市河川水辺環境の保全・創出に関する指針」（令和8年）

阿久和川【まほろば地区】河川水辺環境再整備計画

「阿久和川まほろばの川整備計画」（平成４年度）

「横浜市河川水辺環境の保全・創出に関する指針」の3つの基本方針

横浜市河川水辺環境の保全・創出に関する指針

「横浜市河川水辺環境の保全・創出に関する指針」は、市内の良

好な河川水辺環境を保全・創出していくことを目的に、令和８年３

月に策定しました。

本事業は、そのリーディング事業として、①快適②オープン③ネ

イチャーポジティブの３つの基本方針を踏まえた再整備を行って

いきます。

小学生ワークショップ

本事業の検討にあたっては、まほろば

の拠点付近の２つの小学校で、阿久和

川の水質調査や生き物観察やグループ

ワークを実施し、阿久和川の将来をみ

んなで考えました。

ワークショップでいただいた子どもた

ちの意見を「自然・景観・安全・地域・利

用」の５つの視点で整理し、本計画に反

映しました。

阿久和川の水質

阿久和川の水質は、平戸永谷川と合流後の柏尾川（吉倉橋）で観

測されおり、環境基準はC類型に指定されています。水の汚れ指

標となるBOD(75%値)は令和6年度で0.7mg/Lとなっており、

環境基準値(5mg/L)を下回り、良好な水質環境となっています。

阿久和川の生きもの

阿久和川では、オイカワ、アブラハヤなどの魚類が多数生息し、ミ

ナミメダカ※のような貴重な種のほか、モクズガニなど海から遡上

してくる種も確認されています。また、ホタルの餌となるカワニナ

や多数のトンボ類など市民にも身近な種類も確認されているなど、

豊かな河川環境となっています。

※ 環境省レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類、神奈川県レッドデータブック：絶滅危惧ⅠA類に指定されている。

今後の整備スケジュール (予定)

横浜市 下水道河川局 河川部
電話 ：045-671-4215
メール：gk-kasenchosei@city.yokohama.lg.jp

お問い合わせ

自
然

・生き物を増やす
・虫捕り
・自然を増やす など

景
観

・きれいな川
・花の植栽
・ごみを減らす など

安
全

・注意喚起看板
・スロープ
・手すり ・街灯 など

地
域

・ゴミを減らすイベント
・お祭り
・生き物観察会 など

利
用

・お花見
・休憩
・ベンチ

・散歩
・芝生広場
・ピクニック など

誰もが過ごしやすい
河川水辺環境

多様な形で関われる
河川水辺環境

自然回復に貢献する
河川水辺環境

整備予定箇所 R8 R9 R10 R11 R12 R13

出会いのまほろば

集いのまほろば

古えのまほろば



み ん なに や さし い 川
地 域 とと も に育 む 川
自然とともに生きる川

川づくりのコンセプト

誰もが安心・安全で快適に過ごすことができる“まほろば”
地域の人々が憩い、集い、交流し、地域とともに育てていく“まほろば”
生きものや植物と共生できる豊かな自然環境がある“まほろば”

…
…
…

これまで、日々のくらしに寄り添う親水空間として多くの市民に親しまれてきた“阿久和川まほろば”の歴史を

守り、未来に継承していくため、以下の３つのコンセプトを掲げ、阿久和川を中心に緑や生物・地域の人々・まち

がつながり豊かになる、「素晴らしいところ＝“まほろば”」の川づくりを進めていきます。

再整備のテーマ ひと・まち・生きものがつながる川づくり

古えのまほろば
周辺の景観と調和し、なつかしさや風情を感じる水辺空間
ベンチの設置により、護岸上から川を眺められる環境を整備する。
集いのまほろばにつながる水辺沿いの通路を整備し、水辺の回遊性を向上させる。

集いのまほろば
にぎわいと憩いが調和し、多様な活動が生まれる水辺空間
スロープやデッキの改修により、だれもが水辺に近づける環境を整備する。
水遊びや生き物採取ができる動的なエリアと、芝生やベンチでゆったりできる静的なエリアを
整備する。

出会いのまほろば
自然に親しみ、発見や気づきが広がる水辺空間
スロープやデッキの改修により、だれもが水辺に近づける環境を整備する。
生き物が生息しやすい環境づくりと、観察や休憩、交流ができる休憩施設を整備する。

憩いのまほろば

昔ながらの街並みの雰囲気にゆったりと浸りな
がら、水辺で憩う空間

ふれあいのまほろば

自然のやさしさとのふれあい、人々のふれあい
が感じられる水辺空間

まほろば再整備の視点

自然 地域安全 利用景観
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